
National Health and Nutrition 
Examination Survey
アメリカ疾病管理予防センター
(CDC)が実施（1960〜）

Canadian Health Measures 
Survey, カナダ保健省およびカナ
ダ公衆衛⽣局と連携してカナダ統
計局が主導

German Environmental Survey,ドイツ連邦保健省の健
康調査に合わせてドイツ連邦環境庁が実施（1985〜）
German Environment Specimen Bank, ドイツ連邦環
境・⾃然保護・建設・原⼦炉安全省の固定事業

Korean National Environmental 
Health Survey等, 韓国政府環境部、
国⽴環境科学院、韓国疾病管理本
部が実施（2005〜）

HBM4EU, 
28ケ国が参加

郵送法によるヒューマンバイオモニタリング調査の取り組みについて 環境リスク・健康領域
岩井 美幸

１．ヒューマンバイオモニタリング調査とは？
ü ⼈の化学物質曝露を把握する調査であり、国が主体となって実施される

２．⽇本⼈の化学物質曝露レベルは？

３．簡便に化学物質曝露レベルを把握できる⽅法はないか？

図２郵送法で収集している試料
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2．ヒューマンバイオモニタリング調査からわかることは？
ü 経年変化がわかる

ü 参照値を設定できる（例：ドイツ）
HBM lIHBM I対象対象元素と試料

μg/L20.5⼦ども
カドミウム（尿） μg/L41⼤⼈

μg/L257⼦ども・
⼤⼈

⽔銀（尿）
μg/L155⽔銀（⾎液）

HBM I : 健康影響のリスクはない、
対応策は必要ないレベル

HBM II: 有害な健康影響の可能性
あり、ばく露低減などの
対応が早急に必要なレベル
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図１ 海外の主な調査事例

国⺠を代表する集団での化学物質曝露のレベルは、ほとん
どわかっていません。現在、諸外国のような調査ができな
いか環境省を中⼼に検討がされています。
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本研究にご参加いただきました参加者様に深く御礼申し上げます。
本研究は⾷品健康影響評価技術研究「国内の鉛ばく露の実態と⼩児の
神経発達への影響に関する研究（課題番号：JPCAFSC20222201）」
の助成によって実施されました。

⼤規模に⽣体試料を集めるには、簡便な⽅法が必要です。近年、郵送
型の⾎液検査サービス（⽣化学検査）などがはじまっていることに
着⽬し、化学物質曝露を迅速に、簡便に評価することができるように
HBMキットを考案しました。現在、考案したキットを⽤いて試料の
収集を進めています。WEB登録モニターで参加者を募り、対象者
募集、キット送付から試料受領、⾎液中鉛や⽔銀など重⾦属分析まで
２ヶ⽉程度で終えることが可能でした（約300名）。なお、輸送に
よるコンタミがないことも確認できています。

指先穿刺による採⾎ 採尿 ⽑髪
イメージ図


